
 
 

 

2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 第 2期（2007 年 9 月 18 日～2008 年 9 月） 

参 加 団 体 

記入日：2008年 4月 18日 
 

＊団体名：（日本語） 日本湿地ネットワーク                                            

     （英語）  Japan Wetlands Action Network                         

   
＊住所：〒338-0832 埼玉県さいたま市桜区西堀 4-7-1-113                                                 
＊Tel 048-845-7177                 Fax： 048-845-7177                            

＊連絡用 E-mail： ito-itoh@s2.dion.ne.jp        ＊ウェブサイト：http://www.jawan.jp                     
 
参加ユニット：                                          参加の形態： 

  
  
  
  

 
団体の設立年月日 

1991 年 5月 6日 

団体設立の経緯と目的 

1989 年名古屋で開催された「国際湿地シンポジウム」で湿地保全の国際条約であるラムサール条約の重要性を認識して

ネットワーク結成が提案され、1991 年長崎県諫早市でJAWAN（日本湿地ネットワーク）を設立した。 

代表者名 

共同代表 辻 淳夫 

共同代表 堀 良一 

団体の主な活動内容 

1991 年設立以来、湿地保全のための国際湿地シンポジウムを、開発に曝されている重要湿地の保護団体と協力して開催

している。ラムサール条約締約国会議・第 5回釧路に参加以降、国内オブザーバーの資格で参加している。第 10 回韓国

会議（2008 年）に向けて、日韓 NGO 湿地フォーラムを開催し、湿地保全のための日本と韓国の共同行動を進めている。

毎年 4月 14日を「干潟・湿地を守る日」として全国的なキャンペーンを展開している。 

NGO フォーラムで団体が実現したい活動 

地球規模の危機となっている地球温暖化の緩和のために、日本政府ならびに国際社会に訴える活動を期待しています。ま

た、第 3 次生物多様性国家戦略に示された基本戦略を確実に推し進め、20 世紀型の湿地保全政策の転換を図る重要な活

動と考えています。 

 

①貧困・開発ユニット   
②環境ユニット   ○ 
③人権・平和ユニット   

①運営ＮＧＯ   
②サポートＮＧＯ ○ 


